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高崎市第１０期分別収集計画 

 

１． 計画について 

 

 本計画は、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（以下「容器包

装リサイクル法」という。）第８条に基づき、直近年度のごみ排出量と今後の人口変動率を

基に、環境省により示された、容器包装廃棄物の比率により算定した数値を指標とする計

画である。 

 

２． 基本的方向 

 

 本計画を推進するにあたっての基本的方向を以下に示す。 

・ 市民、事業者、行政が一体となった、容器包装廃棄物の３Ｒを基本とした循環型社会

づくりに取り組む 

・ メディア等を利用して情報を共有することにより３Ｒの啓発活動を行う 

・ 現状の市有施設で中間処理を行うことにより効率的な再資源化を推進する 

 

３． 計画期間 

 

 本計画は、令和５年４月を始期とする５か年計画とし、３年ごとに見直す。 

 

４． 対象品目 

 

 本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器（無

色、茶色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、紙製容器包装、ペットボトル、プラスチ

ック製容器包装を対象とする。 

 

５． 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み 

（法第８条第２項第１号） 

 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

排出量の見込み

（ﾄﾝ） 
３３，７１１ｔ ３４，０７７ｔ ３４，４４３ｔ ３４，８０８ｔ ３５，１７４ｔ 
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６． 容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項 

（法第８条第２項第２号） 

 容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するため、以下の方策を実施する。なお、実施にあ

たっては、市民、事業者、行政がそれぞれの立場から役割を分担し、相互に協力・連携を

図ることが重要である。 

 分別収集の実施にあたっては、啓発活動等により環境問題に対する意識の高揚を図ると

ともに、本市におけるごみ処理の現状を理解してもらう。 

 また、効率的で安定した運営を図るため、ごみ処理施設としての役割を十分果たせる能

力及び処理需用に対応した施設の整備改良を図る。 

 

・環境教育、啓発活動の充実 

 学校や地域社会の場における出前講座やごみ処理施設の見学会等、環境教育のあらゆる

機会を活用し、市民、事業者に対して、ごみ排出量の増大、最終処分場のひっ迫、ごみ処

理に要する経費の急増等、本市のごみ処理の状況についての情報を提供し、認識を深めて

もらう。さらに、ごみの排出抑制、分別排出、再利用の意義及び効果、ごみの適切な出し

方に関する教育啓発活動に積極的に取り組む。 

 

７． 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係る

分別の区分                                 （法第８条第２項第３号） 

 

 最終処分場の残余容量、再商品化計画等を総合的に勘案し、分別収集をする容器包装廃

棄物の種類を下表左欄のように定める。また、本市が有する選別施設等を勘案し、収集に

係る分別区分は下表右欄のとおりとする。 

 

分別収集をする容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 

主としてスチール製の容器 
缶 

主としてアルミ製の容器 

主としてガラス製の容器 無色のガラス製容器 

ガラスびん 茶色のガラス製容器 

その他のガラス製容器 

主として紙製の容器であって飲料を充てんするためのもの

（原材料としてアルミニウムが利用されているものを除く。） 
飲料用紙パック 

主として段ボール製の容器 段ボール 

主として紙製の容器包装であって上記以外のもの 飲料用紙パック、段ボール

以外の紙製容器包装 

主としてポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）製の容器で

あって飲料、しょうゆ等を充てんするためのもの 
ペットボトル 

主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外のもの 白色の発泡スチロール製食

品トレイ（以下「白色トレ

イ」と表記） 
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８． 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リ

サイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み 

（法第８条第２項第４号） 
 
   品 目 

 
令和５年度 

 
令和６年度 

 
令和７年度 

 
令和８年度 

 
令和９年度 

主としてスチー

ル製の容器 
１１４．０t     １１５．３t １１６．５t     １１７．７t    １１９．０t 

主としてアルミ

製の容器 
４８２．０t     ４８７．２t ４９２．５t     ４９７．７t    ５０２．９t 

無色のガラ

ス製容器 

(合計)  
 ９３５．９t 

 (合計) 

９４６．１t 
(合計) 

９５６．２t 
 (合計) 

９６６．４t 
(合計) 

９７６．６t 
(容ﾘ協引渡量) 

６７８．４t 

(独自処理量) 

２５７．５t 

(容ﾘ協引渡量) 

６８５．７t 

(独自処理量) 

２６０．４t 

(容ﾘ協引渡量)  

６９３．１t 

(独自処理量) 

２６３．１t 

(容ﾘ協引渡量) 

 ７００．４t 

(独自処理量) 

２６６．０t 

(容ﾘ協引渡量) 

 ７０７．８t 

(独自処理量) 

２６８．８t 

茶色のガラ

ス製容器 

(合計)  
 ７３５．５t 

 (合計) 

７４３．４t 
(合計) 

７５１．４t 
 (合計) 

７５９．４t 
(合計) 

７６７．４t 
(容ﾘ協引渡量) 

 ５５２．０t 

(独自処理量)

１８３．５t 

(容ﾘ協引渡量) 

５５８．０t 

(独自処理量)

１８５．４t 

(容ﾘ協引渡量) 

 ５６４．０t 

(独自処理量) 

１８７．４t 

(容ﾘ協引渡量)  

５７０．０t 

(独自処理量)

１８９．４t 

(容ﾘ協引渡量)  

５７６．０t 

(独自処理量) 

１９１．４t 

その他のガ

ラス製容器 

(合計)  
 ５７５．８t 

 (合計) 

５８２．０t 
(合計) 

５８８．３t 
 (合計) 

５９４．５t 
(合計) 

６００．８t 
(容ﾘ協引渡量) 

 ３８３．２t 

(独自処理量)

１９２．６t 

(容ﾘ協引渡量) 

３８７．３t 

(独自処理量)

１９４．７t 

(容ﾘ協引渡量) 

３９１．５t 

(独自処理量) 

１９６．８t 

(容ﾘ協引渡量) 

 ３９５．６t 

(独自処理量)

１９８．９t 

(容ﾘ協引渡量) 

３９９．８t 

(独自処理量) 

２０１．０t 
主として紙製の容

器であって飲料を

充てんするための

もの（原材料として

アルミニウムが利

用されているもの

を除く。） 

     ３９．１t    ３９．５t      ４０．０t      ４０．４t     ４０．８t 

主として段ボール

製の容器  ２，７６０．１t  ２，７９０．１t  ２，８２０．０t  ２，８５０．０t  ２，８８０．０t 

主として紙製
の容器包装で
あって上記以
外のもの 

(合計) 

   １５．９t 
 (合計) 

 １６．１t 

(合計) 

１６．３t 
(合計) 

１６．４t 
(合計) 

１６．６t 
(容ﾘ協引渡量) 

０．０t 

(独自処理量)

１５．９t 

(容ﾘ協引渡量) 

０．０t 

(独自処理量)

１６．１t 

(容ﾘ協引渡量) 

０．０t 

(独自処理量) 

１６．３t 

(容ﾘ協引渡量) 

０．０t 

(独自処理量)

１６．４t 

(容ﾘ協引渡量) 

０．０t 

(独自処理量) 

１６．６t 
主としてポリエチ

レンテレフタレー

ト（ＰＥＴ）製の

容器であって飲料

又はしょうゆその

他主務大臣が定め

る商品を充てんす

るためのもの 

(合計) 

７０２．０t 
 (合計) 

７１０．０t 
(合計) 

７１７．２t 
(合計) 

７２４．８t 
(合計)  

 ７３２．４t 

(容ﾘ協引渡量) 

２９８．２t 

(独自処理量) 

４０３．８t 

(容ﾘ協引渡量) 

３０１．５t 

(独自処理量) 

４０８．５t 

(容ﾘ協引渡量) 

３０４．７t 

(独自処理量) 

４１２．５t 

(容ﾘ協引渡量) 

３０８．０t 

(独自処理量) 

４１６．８t 

(容ﾘ協引渡量) 

３１１．２t 

(独自処理量) 

 ４２１．２t 

主としてプラス

チック製の容器

包装であって上

記以外のもの 

(合計) 

０．３t 
(合計) 

０．３t 
(合計) 

０．３t 
(合計) 

０．３t 
(合計) 

０．３t 
(容ﾘ協引渡量)  

０．０t 

(独自処理量) 

  ０．３t 

(容ﾘ協引渡量)  

０．０t 

(独自処理量) 

  ０．３t 

(容ﾘ協引渡量) 

０．０t 

(独自処理量)   

０．３t 

(容ﾘ協引渡量) 
  ０．０t 

(独自処理量) 

  ０．３t 

(容ﾘ協引渡量) 

 ０．０t 

(独自処理量)   

０．３t 

 
 
 

（うち
白色ト
レイ） 

(合計) 

０．３t 
(合計) 

０．３t 
(合計) 

０．３t 
(合計) 

０．３t 
(合計) 

０．３t 
(容ﾘ協引渡量) 

０．０t 

(独自処理量) 
 ０．３t 

(容ﾘ協引渡量) 
０．０t 

(独自処理量) 
０．３t 

(容ﾘ協引渡量)

０．０t 

(独自処理量) 
 ０．３t 

(容ﾘ協引渡量) 
０．０t 

(独自処理量) 
 ０．３t 

(容ﾘ協引渡量)

０．０t 

(独自処理量) 
 ０．３t 
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９． 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リ

サイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法 

 

 特定分別基準適合物等の量及び容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令

で定める物の量の見込み 

 ＝ 直近年度分別基準適合物等の収集実績 × 人口変動率 

  × 総排出量に占める分別基準適合物量の割合 × 分別基準適合物ごとの組成割合 

 

また、人口変動率は、高崎市緊急創生プラン（平成２８年３月策定）に基づき、次のと

おり設定した。 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

３７９，４５４人 

（対前年度比） 

１０１．１０％ 

３８３，５７２人 

（対前年度比） 

１０１．０９％ 

３８７，６９０人 

（対前年度比） 

１０１．０７％ 

３９１，８０８人 

（対前年度比） 

１０１．０６％ 

３９５，９２６人 

（対前年度比） 

１０１．０５％ 

 

１０． 分別収集を実施する者に関する基本的な事項 

（法第８条第２項第５号） 

 分別収集は、現行の収集体制を活用して行う。 

 なお、現在自治会や育成会等による集団回収が進んでいるスチール製容器、アルミ製容

器、ガラス製容器、飲料用紙製容器、段ボール等については、引き続きこれらの団体が分

別収集を優先的に実施できるよう指導する。 

 

容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 収集・運搬の段階 分別収集の実施主体 

主としてスチール製の容器 
缶 

民間委託業者による 

定期収集及び運搬 

・高崎市 

・自治会等（集団回収） 主としてアルミ製の容器 

主としてガラス製の容器 

・無色のガラス製容器 

・茶色のガラス製容器 

・その他のガラス製容器 

ガラスびん 
民間委託業者による 

定期収集及び運搬 

・高崎市 

・自治会等（集団回収） 

主として紙製の容器であって飲 

料を充てんするためのもの 
飲料用紙パック 

民間委託業者による 

定期収集及び運搬 

・高崎市 

・自治会等（集団回収） 

主として段ボール製の容器 
段ボール 

民間委託業者による 

定期収集及び運搬 

・高崎市 

・自治会等（集団回収） 

主として紙製の容器包装であっ 

て上記以外のもの 

飲料用紙パック、段ボール以外 

の紙製容器包装 

民間委託業者による 

定期収集及び運搬 

・高崎市 

・自治会等（集団回収） 

主としてポリエチレンテレフタ 

レート（ＰＥＴ）製の容器であっ 

て飲料、しょうゆ等を充てんする 

ためのもの 

ペットボトル 
民間委託業者による 

定期収集及び運搬 
・高崎市 

主としてプラスチック製の容器 

包装であって上記以外のもの 

白色の発泡スチロール製食品 

トレイ 

民間委託業者による 

定期収集及び運搬 
・高崎市 
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１１． 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項 

（法第８条第２項第６号） 

 本市は、容器包装廃棄物の選別、圧縮、保管等を行う施設として高浜クリーンセンター

及び吉井クリーンセンターを有している。 

高浜クリーンセンターについては、新規施設に建て替えを計画しており、令和６年度の

供用開始を目指している。 

 

１２． その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

 

・市民や事業者の意見、要望を反映させ、容器包装廃棄物の分別収集を効率的かつ円滑に

進めていくため、市民や事業者、行政が協力して分別収集推進体制を整備していく。 

・自治会等の市民団体による集団回収を推進し、奨励金交付制度、優良団体の表彰などを

継続して実施する。 
 


